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1．はじめに 

IH 調理器による心臓ペースメーカーの誤作動について調査するため、当院で扱う心臓ペースメー

カー（以下ＰＭ）、3 メーカー6 機種の誤作動誘発試験を行い、さらに電磁波シールド衣服（以下シ

ールド衣服）の電磁波防護効果を 4 メーカー4 種類で比較検討した。 

 

2．方法 

人体ファントムと、IH 調理器のプレート面を 45 度の角度に設定し、人体ファントムと IH 専用鍋を

10cm にしてＰＭの不適切作動状況を観測した。さらに不適切作動が認められた機種に関して、シ

ールド衣服Ｗ・Ｘ・Ｙ・Ｚを着用し電磁波防護効果を比較した。ＰＭは 6 機種 A・B・C・Ｄ・Ｅ・Ｆを使用

し、リードは双極リードを用い、モードは VVI、感度は最高感度とし、単極群と双極群に分けて抑制

試験と非同期試験を行い不適切作動の確認を行った。 

 

3．結果 

A・B・Ｄ・Ｅ・Ｆは単極群・双極群においてどちらも不適切作動は起こらなかった。Ｃは双極群におい

て不適切作動は起こらなかったが、単極群の抑制試験と非同期試験にて不適切作動を認めた。

そこでシールド衣服を着用し、抑制試験と非同期試験を行った。ＸとＹは変化がなく電磁波防護効

果はなかった。Ｗは不適切作動による誤作動は観察されず電磁波防護効果が確認された。しか

しＺは抑制試験にて不適切作動によって心停止状態になってしまった。 

 

4．考察 

単極群に比べ双極群の方が、電磁干渉の影響が起こりにくいことがわかった。またシールド衣服

の比較に関しては、電磁波防護効果のない商品が確認され、抑制試験で心停止状態になってし

まう商品もあった。しかし高周波帯から低周波帯をシールドするように開発されたＷは、電磁波防

護効果が確認され信頼性の高い商品であることが確認された。 

 

5．結語 

IH 調理器によるＰＭの不適切作動の発生はＰＭの機種や設定によって影響が異なることがわか

った。またシールド衣服を着用するにあたっては、性能を考慮した上で着用する必要がある。 


